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級数と整級数

0.1 収束、発散 1

次の級数の収束、発散を調べよ。
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0.2 収束・発散 2

(1) α を実数とする。級数
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の収束・発散を調べよ。

(2) 次の級数の収束・発散を調べよ。
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(3) 級数
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は p > 1 のとき収束し、 p ≤ 1 のとき発散することを示せ。

0.3 整級数
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x − 1
(x 6= 1) を x に関して微分せよ。また |x| < 1 のとき
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とを示し, その値を求めよ。(前半部分の代わりに limn→∞ nxn = 0 (|x| < 1) とせよ。)
(2) 次の整級数の収束半径を求めよ．
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(3) 次の関数を x = 0 を中心とする整級数に展開し，その収束半径を求めよ．
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